
【本庄小学校】【本庄小学校】【本庄小学校】【本庄小学校】

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体

1 町道十日町須志田線 国富町大字本庄本庄中学校前
大型車通行量が多く、制限速度が40kmであるので、30km
制限はできないのか。

歩道拡幅
30km制限規制済

国富町
警察

2 町道仲町下本庄線 国富町大字本庄字北神ノ原
歩道が狭く、滑りやすいため自転車との接触事故が心配
である。

舗装補修を含めた維持補修 国富町

3 県道法ヶ岳本庄線 国富町大字本庄の「毎日屋」からこばと保育園前 歩道がなく、車両が避けて通行するしかない。 歩道拡幅 宮崎県

4 町道宮王丸十日町東線 国富町大字本庄の本庄小学校から東方向
通行車両が多く、速度超過の車両がみられるので、30km
制限の要望

30kmの標示 警察

5 町道宮王丸十日町東線 国富町大字本庄の本庄小学校から西方向 道幅が狭く、白線がないので危険である。
区画線設置完了
30km制限予定

国富町

6 町道嵐田村中１号線 国富町大字嵐田
狭い道のすぐ脇に用水路があり、柵がないため落ちる危
険がある。

防護柵設置 国富町

7 上馬場十日町線 国富町大字本庄「社会福祉協議会」から国富幼稚園前 白線がなく、制限速度規制がない。
区画線設置
30km制限予定

国富町
警察

8 県道高鍋高岡線 国富町大字嵐田「嵐田交差点」
左折する時に、車両が内廻りをするので歩道に乗り上げ
そうになる。

ポストコーンの設置完了 宮崎県

9 仲町谷ノ口線 国富町大字本庄「Aコープ」から県道高鍋高岡線 道幅が狭く、白線が消えかかっている。 H24年に区画線再設置完了 国富町

【対策検討メンバー】教育委員会、高岡土木事務所、高岡警察署、国富町都市建設課

【森永小学校】【森永小学校】【森永小学校】【森永小学校】

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体

1 県道都農綾線 国富町大字須志田（須志田橋付近）
歩道がなく、横断歩道のないところを横断するのが危険
である。

横断歩道の設置完了 警察

2 町道向高須志田線 国富町大字向高交差点から森永橋 歩道がなく、通行量が多いため児童が危険である。 町で歩道設置の改良を計画 国富町

3 町道森永中央線 国富町大字竹田
道幅が狭く、カーブであり雑木が道路に覆いかぶさってい
る。

H24年に支障木伐採済 国富町

4 里道 国富町大字森永
近道として利用する人が多く、歩道がないため児童が危
険である。

学校において検討中 実施者未定

5 県道南俣宮崎線 国富町大字向高交差点から綾町境 歩道がなく、通行量が多いため児童が危険である。 歩道設置 宮崎県

【対策検討メンバー】教育委員会、高岡土木事務所、高岡警察署、国富町都市建設課

【八代小学校】【八代小学校】【八代小学校】【八代小学校】

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容

1 町道大坪殿尾線 国富町大字八代南俣　切畑バス停から八代郵便局
道幅が狭く、歩道がなく、通勤・通学時に車両通行が多
く、自転車が輻輳し危険である。

道路改良の計画あり 国富町

2 町道尾園永田線 国富町大字八代南俣　門前橋右岸
門前橋から交差点まで道幅が狭く、歩道もないので児童
が危険である。

歩道設置を含めた道路改良検討 国富町

【対策検討メンバー】教育委員会、高岡土木事務所、高岡警察署、国富町都市建設課

【木脇小学校】【木脇小学校】【木脇小学校】【木脇小学校】

路線名 箇所名・住所 通学路の状況・危険の内容 対策内容 事業主体

1 里道 国富町大字木脇　小学校までの道路 止まれの文字が薄くなっている。 ラインを引き直し完了 警察

2 県道旭村木脇線 国富町大字木脇　小・中学校前の交差点 小学校方面からの車が内回りする。 道路鋲設置完了 宮崎県

3 県道旭村木脇線 国富町大字木脇　小学校から木脇保育所まで
道幅が狭く、歩道もない。通行車両が多いため、児童との
接触の危険がある。

木脇バイパス整備に伴う道路拡幅
及び歩道設置

宮崎県

4 町道岩知野平原線 国富町大字木脇
各方面への近道として通行する車両が多く、道路が狭い
ため危険である。

路側帯設置完了 国富町

5 町道桑鶴堂ヶ峯線 国富町大字木脇 横断歩道と止まれ表示が消えかかっている。 ラインを引き直し完了 警察

6 県道旭村木脇線 国富町大字三名 ブロック塀が傾き、崩壊の危険がある。 是正済 宮崎県

【対策検討メンバー】教育委員会、高岡土木事務所、高岡警察署、国富町都市建設課

国富町内通学路の要対策箇所一覧（全管理者対応分）国富町内通学路の要対策箇所一覧（全管理者対応分）国富町内通学路の要対策箇所一覧（全管理者対応分）国富町内通学路の要対策箇所一覧（全管理者対応分）

平成24年4月以降、登下校中の児童等の列に自動車が突入し、死傷者が多数発生する痛ましい事故が相次いで発生しました。

このような状況を踏まえ、文部科学省、国土交通省、警察庁の3省庁が連携し、学校、教育委員会、市町村、所轄警察署な

どの関係機関が協働して、緊急の合同点検など、通学路における交通安全を早期に確保する取り組みを、全国的に行うこと

となりました。

国富町でも町立の小学校の通学路における緊急合同点検及び対策検討会を実施しましたので報告します。

平成２５年5月31日現在


